
2011年度問題演習⑪ 

 

労働基本権に関する次の問 1 から問 3 までの各記述について、正しいものには○、誤っ

ているものには×を付しなさい。 

 

問1 最高裁判所の判例の趣旨によれば、公務員の労働基本権の制限については、制度上整

備された代償措置が講じられていることがその合憲性の根拠とされているから、人事

院勧告実施の凍結に抗議して行われた争議行為は適法である。 

 

問2 外国人の享有する人権の範囲について、その人権の性質に応じて個別的に判断される

とする考えによれば、参政権や社会権などはその範囲外であり、したがって、外国人

には労働基本権の適用がない。 

 

問3 最高裁判所の判例の趣旨によれば、労働組合には組合員に対する統制権が認められる

が、公職選挙において、組合がその統一候補以外の組合員の立候補に対し、統制違反

を理由に組合員としての権利を停止する処分をすることは許されない。 
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